
出席者：5名  

場 所：東洋経済新報社ビル（日本橋）  

テーマと講師：（フリー・トーキング）   

来年度の活動について，メンバーからのアンケート  

結果をもとにフリー・トーキング形式で話し合った．  

その結果，交通・流通分野は，今後も新しい問題が  

次々に起きる分野であり，全貞一致で新研究グループ  

を発足しても継続するべきということであった．  

珍イノベーション⑳   

・第16回  

日 時二 9月6日（土）14：00～17：00  

出席者：9名  

場 所：中央区新富 ワーカーズ・サポートセンター  

「イノベーションのための人間行動」第3回子思子の  

『中庸』の「誠」  

上田 亀之助   

儒教の四書の読む順序は，最初はケーススタディの  

『論語』，次が対話的展開の『孟子』，それから，シス  

テム的展開の『大学』，最後の仕上げには，人間行動  

の質的検討・誠を主とする『中庸』となっています．  

何事の実行においても中庸を外れるとうまく行かない  

ものです．   

⑳ファジィ動的計画法⑳   

日 時：9月9日（火）18：00～20：00  

出席者：6名  

テーマと講師：「Police vs．Criminal－ A  

Dynamic Programming Approach」  

坂口 実（名古屋商大）   

盗賊（playerI）対警察（playerII）のn段非0和  

2×2 bimatrix gameにおいて，Ⅰ，IIはそれぞれ  

犯期のうちのたかだか斤，椚回まで“act”（Ⅰは犯行  

（C），ⅠⅠは警備（E））することができるとする．この問  

題を動的計画法により定式化して，乃＝2の場合に解  

の陽表現を与える．例においては（D犯行によるⅠの不  

法利得Ⅲが大きいほど，gameはC－Eに傾〈，すな  

わちⅠはⅠⅠが警備しているのを知りながら，捕まる危  

険を冒してあえて犯行に及ぶ．②ⅠはCを，ⅠⅠはEを，  

第2期においての方が第Ⅰ期よりも重くすべきである．  

③Ⅲが増大するほど，Ⅰは得であるが，ⅠⅠは必ずし  

も損でないことが示される．   

◎高度情報化社会における交通・流通⑳   

・第28回  

日 時：9月19日（金）18：00－20：00   

1997年11月号  

会 合 記 録  

機関誌編集委員会  

研究普及委月会  

論文誌編集委員会  

庶務幹事会  

理事会  

9月8日（月）   

9月11日（木）  

●  
9月17日（水）   

9月19日（金）  

第3回理事会議題  

平成9年度第2回理事会議事一録の件   

入退会承認の件   

平成9年度上半期収支決算報告の件   

第15回学生論文賞推薦結果報告の件   

第38回シンポジウム終了報告及び収支決算報告の件  

平成9年度秋季研究発表会終了報告の件  

国際関係－APORS（オ⊥ストラリア）IFORS  

（北京）開催中間報告の件  ●  

⑳平成10年度会費納入のお願い（事務局）  

平成10年度およびそれ以前の会費を未細の方  

は至急お支払いくださるようお願いいたします．  

〔預金口座振替ご利用の方へ〕   

平成10年度から預金口座振替をご希望の正会  

員の方は，学会事務局までTEL，FAX，郵便に  

てご連絡ください．折り返し預金口座振替依頼  

書をお送り・いたします．  
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